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平成29年度における観光庁の取組

訪日外国人旅行者の消費動向分析

○観光庁では、国税庁及び日本酒造組合中央会と連携し、訪日外国人受入に関する酒蔵および外国人
への調査事業を実施。観光客受入状況や場内案内等の整備状況、外国人旅行者の消費動向のほか、
訪日外国人旅行者の酒蔵見学経験の有無、希望する多言語対応等を調査。調査結果を関係機関と共
有するとともに、今後の酒蔵ツーリズムの振興策について検討する予定。

酒蔵免税制度の活用推進

○観光庁作成の「JAPAN TAX-FREE Shopping Guide」を改訂し、酒税免税（輸出酒類
販売場）制度についても記載を追加。JNTOのホームページにて掲載・配布しているほ
か、外国人向けに酒蔵訪問のレポートやコラム等も掲載。
○同じくJNTOのホームページにて公開している消費税免税店の許可事業者一覧に、新
たに酒税免税のカテゴリーを創設。今後、酒税免税（輸出酒類販売場）の許可を得た上
で、希望する事業者は掲載をしていく予定。

酒蔵ツーリズムの推進

○「テーマ別観光による地方誘客事業」を活用して、日本酒蔵ツーリズム推進協議会の取
組を平成28年度から引き続き支援。平成29年度は、通訳案内士向けセミナー・モニタ
ーツアーや、外国人旅行者の受入体制標準化ツールの作成等を実施。
○JNTOの取組として、国内外での日本産酒類の魅力発信を通じた訪日PRを実施。
○国税庁と連携し、酒蔵ツーリズムの更なる認知度向上と取組拡大を目的に、酒蔵ツー
リズムポスターを作成。今後は各地の酒造組合や運輸局を通じて配布予定。



国内外の観光客が全国各地を訪れる動機を与えるため、特定の観光資源に魅せられて日
本各地を訪れる「テーマ別観光」のモデルケースの形成を促進し、地方誘客を図る。

期待される効果
ネットワーク化のイメージ

地 域

旅行者
・特定のテーマに関心の高い旅行者

にとってより魅力的な旅行を享受

・旅行者の複数地域への来訪需要を
創出

・地域間で課題や成功事例を共有す
ることによる、効果的な観光振興
策を推進

国による支援例
ネットワークの構築

・地域連携協議会の設立
ネットワーク間の共同での取組

①マーケティング
②共同サイト開設
③共同プロモーション
④周遊プランの形成
⑤モニターツアーの実施

ネットワークの拡大推進
・シンポジウム開催
・共通マニュアル作成 等

Ｚ地域

Ｙ地域 Ｗ地域

Ｘ地域

同じテーマで観光振興を
図る複数地域による地域
連携協議会を設置し、
ネットワーク化を促進、
情報発信力を強化

平成29年度選定テーマ

・エコツーリズム

・街道観光

・酒蔵ツーリズム

・ロケツーリズム

・明治日本の産業革命遺産

・社寺観光 巡礼の旅

・アニメツーリズム

・古民家等の歴史的資源

・サイクルツーリズム

・忍者ツーリズム

・日本巡礼文化発祥の道

・全国ご当地マラソン

・百年料亭

テーマ別観光による地方誘客事業
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日本酒蔵ツーリズム推進協議会の主な取組（平成29年度）

○通訳案内士向けのセミナー及びモニターツアー
・実施期間：2017年12月15日～16日（１泊２日）
・参加者数：通訳案内士３５名
・訪問地 ：福島県会津若松市周辺（末廣酒造、会津鶴ヶ城、大内宿等）
訪日外国人旅行者に観光案内を行う通訳案内士に対し、日本酒の製造工程
や専門用語などを学ぶツアーを実施。日本酒の知識だけではなく、郷土食
とのペアリングを通して地域の食文化の魅力を説明できる人材を養成。

○外国人旅行者の受入体制標準化ツールの作成
中小の酒蔵が外国人観光客を受け入れるのにあたり、大きなハードルとなって
いるのが「時間」「手間」「言葉」といった点である。そこで、酒蔵が負担に
感じない程度の英語版の案内パネルデータや対応マニュアル等の標準化ツール
を作成・共有。来場前の注意喚起から当日のガイド実施まで、酒蔵ツアー実施
にあたり酒蔵側の負担を軽減する。

↑当日の様子（NHKﾆｭｰｽ映像）

説明内容 英訳 発音

表面：説明パネル（英語） 裏面：台本来場前の注意喚起



日本酒発信事例「日本産酒類の魅力を活用した訪日プロモーションについて」

【市場横断】酒蔵ツーリズムにおける酒税免税制度の
開始をPRするメディア招請を実施

〈概要〉
日本政府観光局は、酒税免税制度の開始（平成29年10
月1日）を受け、酒蔵ツーリズムの促進および地方への
誘客を図るべく「酒蔵見学」をコースに組み入れた招請
旅行を実施。各国のメディアおよびインフルエンサーを
活用し、免税制度とあわせて日本酒の魅力を発信。

コース：東北、中国・四国、九州
実施時期：平成29年7月、9月、10月、11月（全4回）
対象市場：中国・台湾・タイ・米国・豪州

【豪州】テレビ番組の放送にあわせ、日本食・
日本酒の魅力をPRするメディアイベントを開催

〈概要〉
豪州で人気の料理番組「MasterChef Australia」で、日
本を舞台とした「Japan Week」が放送された。日本政
府観光局では、これにあわせ、「食」をテーマとした日
本の魅力紹介を目的として、日本食や日本酒などを体験
できるメディアイベントを開催。
日程：平成29年7月12日(水)
会場：Sake Restaurant & Bar The Rocks (シドニー)
参加人員：約60名

【日本】「VISIT JAPANトラベル& MICEマート2017」
における酒蔵見学を含むファムツアーを実施

〈概要〉
日本政府観光局が主催する国内最大のインバウンド商談
会「VISIT JAPANトラベル & MICE マート2017」にお
いて、「酒蔵見学」をコースに組み入れた視察旅行を実
施。訪日旅行を取扱う現地旅行会社に酒造見学を行うこ
とで、「日本酒」を組み入れた訪日旅行商品の造成を促
進。
コース：九州
日程：平成29年9月24日(日)～27日(水)
参加人員：28名

見学の様子

イベントの様子

【米国】Los Angeles Timesが主催する
「The Taste」に出展、日本酒の利き酒を実施

〈概要〉
米国西海岸最大の新聞社Los Angeles Timesが主催する
食文化の多様性を楽しめるイベント。食への関心が高い
、アッパークラスな消費者およびメディア関係者、ブロ
ガー等のインフルエンサーが来場。日本酒の利き酒コー
ナーや、食をテーマとした訪日旅行の情報提供を日本政
府観光局が実施。
開催期間：平成29年9月1日(金)～3日(日)
主催：Los Angeles Times 
会場：Paramount Studios
ブース来訪者：約400人

ブースの様子
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酒蔵ツーリズムポスター



○JNTOが運営するJapan Tax-free Shopの
ウェブサイトトップページに掲載。

○英語、中国語（簡体・繁体）、韓国語、タイ語
の５言語にて作成・配布。（右は英語版）

○その他、実際の酒蔵見学の様子をまとめた
レポートやコラムも掲載。

（JNTO Japan Tax-free Shopホームページ）
https://tax-freeshop.jnto.go.jp/eng/index.php

JAPAN TAX-FREE Shopping Guideについて



外国人向け酒蔵見学レポート例（茨城県・須藤本家）



○ 平成29年10月に訪日外国人向け酒税の免税制度が開始し、酒蔵ツーリズムの注目が高まっている。
○ 本調査では、酒蔵ツーリズムの振興を図ることを目的に、酒蔵における観光客の受入実態や、

外国人から見た酒蔵ツーリズムの課題を抽出することで、今後の酒蔵ツーリズム振興策を検討する
に必要な基礎データを収集する。

(a) 国内の酒蔵における訪日外国人旅行者の受入体制に関する実態調査
○調査対象：全国各地に所在する外部PRを実施している酒蔵

（日本酒造組合中央会のPR名簿に登録している1,688酒蔵を対象）
※廃業および震災復興等により現在稼動していない酒蔵は除く

○収集する情報
観光で酒蔵を訪れた訪日旅行者の受入体制整備に関する情報

・酒蔵における日本産酒類の販売状況
・インバウンドを含めた訪問客の受入体制の実態 等

(b) 外国人の酒蔵ツーリズムに対する意識調査
○調査対象：訪日外国人旅行者や日本に在住する外国人
○収集する情報

外国人から見た酒蔵の観光資源としての魅力や可能性及び課題を抽出
・日本産酒類への関心の有無
・酒蔵ツーリズムの認知度
・酒蔵への訪問有無及びその理由や要因 等

調査内容 スケジュール

概要

H29年11月上旬
公募

11月下旬
事業者決定

12月下旬～H30年1月
調査実施

1月～2月
データ集計・分析

3月　
報告書作成

4月以降
　　　関係団体へ調査結果の共有

訪日外国人受入に関する酒蔵及び外国人への調査事業
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調査内容の概要

(a) 国内の酒蔵向け 受入体制実態調査
○有効回答数：1,172件（回答率：約70％）
○主な調査結果

(b) 外国人向け 受入体制実態調査
○有効回答数：1,064件
○主な調査結果

酒蔵への観光客受入

受け入れて
いる

56.9%

受け入れて
いない
42.6%

無回答・無効
0.5%

受け入れていない理由としては
・衛生上の問題（50.6％）
・スタッフ不足（30.9%）
・整備するコスト（7.5％）

という回答が多くあった。他に
は「交通の便が悪い」という回
答も見られた。

受入時の予約要否

予約手法（複数回答可）では、
・電話（90.0％）
・FAX（58.0%）
・Email（54.7％）
・ホームページ（18.2％）

と、電話予約が大半を占めた。
Emailでも、「英語のメールは
申し訳ないが対応できない」と
いう声も聞こえた、

必要
87.2%

不要
8.1%

無回答・無効
4.8%

酒蔵への訪問経験

あり
51.2%

なし
48.8%

回答者のうち、過半数が酒蔵
（蒸留所・ワイナリー含む）を
訪れたことがあると回答した。
訪問先では、
・東北（17.5％）
・関東（17.1％）
・北海道（17.0％）

となり、東北が最も多かった。

0.0%

20.9%

8.6%

10.3%

14.5%

23.4%

22.3%

0% 10% 20% 30%

その他

ガイド

ビデオ

音声案内

案内板

マップ・標識

パンフレット

必要と思う多言語対応

ガイドを求める声は
想定通り多かったが、
・パンフレット
・マップ・標識

の翻訳を求める声が
ガイドを上回った。

※端数処理の関係で、合計が100％にならない場合がある。


